
男性相談実施事業 【調布市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 224 千円

交付金額 112 千円

事業番号 1

令和２年度に実施した調布市男女共同参画に関する意識調査の
結果によると、家事・育児・介護に関する理想の分担割合は、男女と
も「同じ程度に分担する」が最も高いが、現実には女性が分担している
割合がいずれも高かった。家事・育児・介護の負担を男女で分担する
環境づくりが求められており、第５次調布市男女共同参画推進プラン
においても、地域における男女共同参画の推進を施策の方向として
位置付けている。女性が個性と能力を発揮して働き続けるためには、
男性の意識改革と理解促進が不可欠であるが、男性が家事・育児・
介護への参加する障壁として、長時間労働を始めとした従来型の労
働慣行を求められているケースも多く、家庭生活と仕事との両立に葛
藤を抱え、孤独を感じる男性が増えてきている。

調布市男女共同参画推進センター運営委員会

【構成員】
市内事業所、市内大学、市民プラザあくろす指定管理者

年間相談枠数が42枠、そのうち相談件数35件、利用率は83.3％で
、相談枠すべてに予約が入る月は11か月あった。また、グループ相談に
ついては10人募集のところ4人の参加があり、父親同士で育児や家庭
生活・仕事との両立等の悩みを共有することで悩みの解消に寄与する
ことができた。

相談予約者の増加に伴い、最大で２か月の待機が発生する等、相
談枠の不足が顕在化している。今後は、相談枠の増設を実施するとと
もに、継続案件を終結へつなげる仕組みを強化していく。
またグループ相談についても効果的な実施方法を検討していく。

女性が個性と能力を発揮して働き続けるためには、男性の意識改革
と理解促進が不可欠であるが、男性が家事・育児・介護へ参加する
障壁として、長時間労働を始めとした従来型の労働慣行を求められて
いるケースも多く、仕事との両立に葛藤を抱え、孤独を感じる男性が
増えてきている。このことへの受け皿として、家庭生活と仕事との両立
に葛藤を抱える男性の孤独・孤立を防ぐため、男性の悩みを打ち明け
られる相談事業を実施した。また、育児等における共通の悩みについ
て共有する場を提供するグループ相談を実施した。

男性が仕事以外の生活に積極的に参加できる環境整備の一環として、
家庭生活と仕事との両立に葛藤を抱える男性の孤独・孤立を防ぐため、
男性の悩みを打ち明けられる相談事業を実施する。 

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業目標

家庭において男女平

等と感じている市民の

割合

50%

（アウトカム）

39.8%

（令和6年度）
79.6%

事業KPI
相談件数に対する相

談終結の割合

40％

（アウトプット）

28.6%

（令和7年度）
71.5%



事業の概要

男性のための相談

男性のためのグループ相談

家庭生活と仕事の両立に葛藤を抱える男性の孤独・孤立を防ぐため、男性の
悩みを打ち明けられる相談事業

●相談実施日

・偶数月 第３土曜日 午後１時～午後４時５０分
・奇数月 第３水曜日 午後６時～午後８時５０分

※令和8年度から、以下の日時に実施日を変更
・毎月      第１金曜日 午後５時～午後７時５０分
・偶数月 第３土曜日 午後１時～午後４時５０分
・奇数月 第３水曜日 午後４時～午後７時５０分

実際に積極的に家事育児に携わってきた男性講師をファシリテーターに迎え、育児の楽しさ、大変だっ
たこと、うまくいったことなど、具体的な体験談をもとに相談できる場を提供する。また子育て中の父
親同士が、子育ての悩みを共有する場を作り、父親の孤立化を防ぎ、ネットワークの構築の場となるこ
とを目指す。

●相談実施日

 令和７年７月１９日（土）
午前１０時３０分～１２時

●参加者数 ：４人

●実施場所

  調布市市民プラザあくろす
  研修室３

  ●一時保育利用 :２人

●相談方法
  来館または電話

●相談時間
１回 ５０分

●予約方法

予約専用フォーム
または電話にて予約
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